
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 74 生物どうしのつながり 

 
問題 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（愛知県 B） 

解答は次のページ 



 

 

     

（1）気体 Xは，生物 A～生物 Dのすべての生物が呼吸で放出する二酸化炭素である。 

 CO2 

 

 

（2）まず，気体 Xを吸収および放出ともに行っている生物 Aが生産者である植物と決まる。 

次に，炭素の流れに注目すると，生物 Cには他のすべての生物である生物 A，生物 B，生物 Dか

ら矢印が向かっていることから，生物 Cは分解者である菌類・細菌類と決まる。 

また，生物 A → 生物 Bより，生物 Bは一次消費者である草食動物，生物 B → 生物 Dより，生

物 Dは二次消費者である肉食動物とそれぞれ決定できる。 

以上より，バッタは生物 B，カエルは生物 Dとわかり，符号はエとわかる。 

 エ 

 

 

（3）実験⑥より，試験管Ⅱおよび試験管Ⅳの中にいた分解者は死滅するため分解者のはたらきを調べ

るには，それらと試験管ⅠまたはⅢを比べればよいことがわかる。よって，aには試験管Ⅱまたは

Ⅳが入る。一方，表より，試験管Ⅰでは⑧と⑩ともに色の変化はなかったことから，分解者がデ

ンプンを分解する速さが速く，⑦の数日間でデンプンがすべて分解されたことがわかる。これに

対し，試験管Ⅲでは，⑦の数日間ではデンプンがすべて分解されなかったが，⑨でさらに数日間

置くことで，デンプンがすべて分解されたことがわかる。これらのことより，試験管Ⅰの分解者

の方が，試験管Ⅲの分解者よりデンプンを分解する速さが速いことがわかる。 

以上より，符号はアと決定できる。 

 ア 

 

 

（4）ア：数量が多い順に，植物，草食動物，肉食動物となる（「塾技 74  」参照）。 

イ：「塾技 74  」のつり合いの図を参照。 

ウ：「塾技 74  」の  のように，植物プランクトンが生産者となる。 

エ：例えば植物は，光合成によって酸素を放出する。 

 イ 
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